
 

   三角形のどの部分が分か

れば拡大図、縮図がかける

のか？ 

 

③合同な三角形の作図方法や拡 

大図や縮図の性質を基に、辺の 

長さや角の大きさを用いた拡大 

図、縮図のかき方を考え、筋道 

立てて説明する。 

 （数学的活動イ C） 

【思・判・表】観察・ノート 

 

④拡大図、縮図の性質を基に、

一つの点を中心とした拡大

図、縮図の作図を考え、筋道

立てて説明する。 

  （数学的活動イ C） 

  【知・技】観察・ノート 

 

 

 

 

 

 

                         

                                                                    

  
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い 

第６学年 

本単元 

第１学年 

♦データの個数に着目して身の回りの事象の特徴を捉える力 

第２学年 

♦身の回りの事象をデータの特徴に着目して捉え簡潔に表現 

したり考察したりする力 

 

中学校第１学年 

♦データの分布に着目し，その傾向を 

読み取り批判的に考察し判断したり， 

不確定な事象の起こりやすさについ 

て考察したりする力 

 

 
 

問い 

 第５時（本時） 第３・４時 

小学校学習指導要領   

D（１）ア（ア）（イ）（ウ）イ（ア） 

   

 

第３学年 

♦身の回りの事象をデータの特徴に着目して捉え，簡潔に表現 

したり適切に判断したりする力 

第４学年 

♦目的に応じてデータを収集し，データの特徴や傾向に着目し 

て表やグラフに的確に表現し，それらを用いて問題解決した

り，解決の過程や結果を多面的に捉え考察したりする力 

第５学年 

♦目的に応じてデータを収集し，データの特徴や 

傾向に着目して表やグラフに的確に表現し，そ 

れらを用いて問題解決したり，解決の過程や結 

果を多面的に捉え考察したりする力 

 

令和３年 ２月５日（金）第５校時 

６年２組    授業者 宗石 麻季  

 

本単元で育成を目指す資質・能力 

（学びに向かう力，人間性等） 
数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよ

りものを求めて粘り強く考える態度，数学のよさに気付き学習したことを

生活や学習に活用しようとする態度を養うこと。 

                 

（知識及び技能） 
 代表値の意味や求め方，度数分布を

表す表やグラフの特徴及びそれらの

用い方を理解すること。また，目的に

応じてデータを収集したり適切な手

法を選択したりするなど，統計的な問

題解決の方法を知ること。 

 

（思考力，判断力，表現力等） 
 目的に応じてデータを集めて分類

整理し，データの特徴や傾向に着目

し，代表値などを用いて問題の結論

について判断するとともに，その妥

当性について批判的に考察するこ

と。 

 
 

単元デザインの意図 
本単元では，目的に応じたデータの収集や分類整理，表やグラフ，代表値の適切

な選択など，一連の統計的な問題解決をできるようになることや，結論について批

判的に捉え妥当性について考察することができるようになることがねらいである。

また，その過程を通じて，量的データについて分布の中心や散らばりの様子を考察

することができるようにすることもねらいとしている。 

子ども達の生きる社会では様々なデータを手にすることができるようになって

きていることを踏まえると，自分なりの結論を出した後，「本当にこれでいいの

か？」と自分に問いかけたり，正しいデータの活用方法を知り，それを用いてより

よく生活していこうとしたりする態度を養っておきたい。そこで，本単元では次の

2点を意識して単元デザインを行った。 

1 点目は，統計的探究プロセスを意識し解決することで，それを日常でも用いよ

うとする態度を育てていくことである。卒業プロジェクトの一環として卒業前にみ

んなが楽しく遊べるゲームをしようという目的を達成するために，特別活動の時間

でゲームを決定し，それを提供するために何を決める必要があるか考える。そこで

「クリア得点を何点にする？」という問題を算数の舞台に乗せ，計画を立て，6年

生のデータを収集・整理し，分析したことから結論を出す過程で，代表値やグラフ

などの知識や技能を習得し，それらを基に判断していく。その中では D（データ収

集・整理）から A（分析）を行き来しよりよい結論を導いていく。さらに，「他の学

年も同じ基準でいいのか？」という問題に発展させ，2サイクルの問題解決の過程

を辿ることで統計的探求プロセスをより意識できるようにした。 

2 点目は，自分や他者が行った問題解決の過程やその結果を批判的に見つめ直す

ことである。そのためには，代表値のそれぞれのよさや危うさを考え分析をし直し

たり，図，表やグラフ等の特徴を考え整理方法を検討したりする活動を 1サイクル

目で丁寧に行い，データの見方を広げていく。2サイクル目では，低・中・高学年

それぞれで出た結論の数値を比べて全体的なバランスを確かめたり，決めたクリア

得点を現時点でどれくらいの人が達成しているのか確かめたりするなど，結論につ

いて様々な観点から多面的に考察する場面を設ける。さらに，ドットプロットと度

数分布表・柱状グラフ，代表値それぞれの留意点などについても考え，よりよい分

類整理や分析の仕方についても話し合う。 

 本単元には数学的活動アとウを位置付けた。数学的活動アについては，単元全体

を通して意識していく。単元の入り口で日常の事象から問題を見いだし，統計的探

究プロセスを回しながら解決し，解決過程を振り返り，結果や方法を改善し，単元

の出口で学びを意味付け日常生活へ還していくこという数学的活動を行う。また，

分析結果を表やグラフ等を用いて表現し合う数学的活動ウも単元の随所で行って

いく。このように，数学的活動と統計的探究プロセスの両方を意識することで,数

学的な見方（データの特徴や傾向に着目）が新しい知識の習得とともに広がり，数

学的な考え方（表やグラフ等を活用しつつ根拠を基に筋道を立てて考える）が強化

されていくことを期待する。 

  

  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・代表値の求め方を理解している。【知１】 

・度数分布を表す表やドットプロットや柱状グラフの

特徴及びそれらの用い方を理解している。【知２】 

・目的に応じてデータを収集したり適切な手法を選択

したりするなど，統計的な問題解決の方法を知ってい

る。【知３】 

・身の回りにある不確定な事象から統計的に解決する問題として設定し，計

画を立て，データの集め方や分析の仕方を見通して必要なデータを集め

ている。【思 1】 

・データの種類や項目の数を考え、目的に応じて表やグラフに表し，代表値

や全体の分布の様子から，問題に対する結論を判断している。【思２】 

・結論や問題解決の過程が妥当であるかどうかを，別の観点や立場から批判

的に考察している。【思３】 

・データを収集したり分析したりした過程を振り

返り，よりよい表現や結論の出し方を考えてい

る。【態１】 

・統計的な問題解決のよさに気付き，生活や学習

に活用しようとしている。【態２】 

 

 

評

価

規

準 

本単元につながる主な資質・能力 

 

   

時 学習活動（1サイクル目） 

０ 特別活動 

「みんなが楽しめるゲームを決めよう！」 

１ 

 

問：クリア得点を何点にする？ 

・決定したゲームを提供するにあたって何

を決めておく必要があるか話し合い，ク

リア得点について考えていく。 

問：どうやって調べたらいいのか？ 

・実際に 6年生全員がゲームをし、どの得

点が妥当か判断するためのデータを集

める計画を立てる。     【思１】 

２ 

 

問：どう整理すればいいか？ 

・既習の 2次元表に整理する。 

問：データのどこに着目すると分析できる

かな？ 

・既習の平均の見方でデータを分析する。

データのちらばりの様子も確認する必

要があることに気付く。   【態１】 

３ 

 

問：ちらばりを調べる方法は？ 

・ちらばりを調べる図として，ドットプロ 

ットについて知り，データを再整理す 

る。平均値の位置を確認する。 【知２】                      

問：他のデータの見方は？ 

・最頻値について知り，分析を行う。 

               【知１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学的活動ア：日常の事象を数理的に捉え問題を見いだして解決し，解決過程を振り返り，結果や方法を改善したり，日常生活等に生かしたりする活動（単元全体） 

 

 

単元を貫く 

数学的な見方・考え方 

 

数学的活動ウ：問題解決の過程や結果を，目的に応じて図や式などを用いて数学的に表現し伝え合う活動（主に C〔結論〕の場面） 

第６学年算数科学習指導案  「 データの調べ方 」 

本単元からつながる主な資質・能力 

 

 

４ 

 

問：ちらばりの様子を見やすくまと 

めるには？ 

・階級，階級の幅，度数，度数分布表

について知り，ちらばりの様子に着

目して度数分布表に整理する。 

問：度数分布表ではどんな見方がで 

きるかな？ 

・度数分布表に表された階級の度数

や全体の度数に対する割合に着目

し読み取る。      【知２】 

５ 

 

問：もっと分かりやすくできない

か？ 

・柱状グラフについて知り，整理す

る。          【知２】 

問：柱状グラフからどんなことが分

かる？ 

・中央値に付いて知り，平均値，最頻

値，中央値を代表値としてまとめ

る。          【知１】 

６ 

 

問：結論を他者に伝えるには？ 

・これまでの学習を振り返り，データ

の特徴や傾向に着目して問題に対

する結論を伝え合う。さらに，結論

や問題解決の過程を振り返り，その

妥当性について批判的に考察する。       

【思２】【思３】  

 

平均よりすごく

低い人や高い人

がいるけどいい

のかな？ 

データを区切った

方が、多くのデー

タが反映される

よ！ 

一番度数の高い階級

は・・。 

割合の大きさで比べ

ると・・ 

平均値より最頻

値の方が安定し

ているね！ 

 

 

時 学習活動（２サイクル目） 

７ 

 

 

問：他の学年も同じ基準でいいのか？ 

・6年生のデータを基に決めたクリア得点を全学年共通に

してもよいのかについて考え，それぞれの学年のデータ

も収集する必要があることを共有する。 

問：どんな方法で調査する？ 

・低学年，中学年でまとめ，それぞれから 30 名ずつのデ

ータをとる計画を立てる。5年生は 6年のデータを基に

し，6年のデータを高学年のデータとする。  【思１】 

８ 

 

問：整理するとどんな特徴や傾向が見えてくるかな？ 

・既習を活用しデータをドットプロット，度数分布表，柱

状グラフに整理し，代表値を求める。     【知３】 

９ 

本

時 

 

問：クリア得点を決めるには？  

・データのちらばりや代表値に着目し，低・中学年のデー

タを分析し，問題に対する結論を伝え合い妥当性につい

て批判的に考察する。各学年のデータだけで判断するの

ではなく，全体的なバランスも見る必要があることに気

付き，データを比較することの大切さについても考え

る。それぞれの代表値や図，表，グラフなどの特徴につ

いても考え，目的に応じた分類整理や分析の仕方等を振

り返る。結論が出た後，実際に達成した人数や割合はど

れくらいかについても確かめることで度数分布表の見

方を広げていく。             【思２】 

10 問：データを使って問題を解決する際に大切なことは？ 

・単元を振り返り，大切な見方・考え方を共有する。 

                   【態１】【態２】  

 

 
得点以上、未満の

人数の割合も見た

方がいいね！ 

それぞれの代表値

や図・表・グラフ

に着目すると・・ 

データの特徴や傾向に着目し，目的に応じて表やグラフ等を用いて根拠を基に筋道立てて考える。 

 
目的：卒業前に、みんなが楽しく遊べるゲームをしよう！ 

 

色々な見方でデ

ータを見ること

が大切だね！ 

目指す子どもの姿 〇目的に応じたデータの収集や分類整理，表やグラフ，代表値の適切な選択など，一連の統計的な問題解決ができる。 

〇問題解決の過程や結論について批判的に捉え妥当性について考察することができる。 

〇統計的な問題解決のよさに気付き，日常生活に活用することができる。 

 

単元デザイン（全10時間） 

見
方
・
考

え
方
を
働

か
せ
て
い

る
姿 

学

習

活

動

と

統

計

的

探

究

プ

ロ

セ
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【自分や友達の結論について振り返り，批

判的に考察する】 

T：それぞれの学年ブロックのクリア得点の

候補がいくつか出ましたね。ここからど

うしますか？ 

C:それぞれの結論を受けて，もう一度自分

の考えや友達の考えを見直してみたいと

思います。 

C:低学年は簡単すぎても楽しくないと思い

ます。 

C:中学年の最頻値１０点は、考えなくても

いいのかなと思います。 

C：全体的なバランスとしては，6点，13点，

18 点の順で，いいと思います。 

C:クリア得点を仮に決めたとして，それ以

下やそれ以上の人はどれくらいなんだろ

う。多くの人にクリアしてほしいよね。 

C:それぞれの得点以上や得点未満の人の数

や割合でみる必要もあるね。 

C:もう一度高学年の得点も見直してみると

いいかもね！ 

 

 

 

 

 

 

◎本時に働かせたい数学的な見方・考え方 

◎主体的な学びを生み出すための数学的活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の視点 

 

【1サイクル目で働かせたデータの見方を振り返

り，低・中学年のクリア得点についてデータを

基に結論を導くことの見通しを持つ】 

T：高学年のクリア得点を決める場面ではどんな

見方や考え方をしてきましたか？  

C：平均値だけではなくて，最頻値や中央値にも

着目すると特徴や傾向が見えてきたね。 

C:ドットプロットや度数分布表，柱状グラフに表

すと，ちらばりが捉えやすかったね。 

C:データや表を活用して，いろいろなデータの見

方をすることで，詳しく分析することができま

した。 

T:前回，低・中それぞれのデータを表やグラフに

整理して代表値を求めましたね。今日は何をし

ますか？ 

C:低・中学年ごとのデータを分析して，クリア得

点を決定します。 

T:データのどこに着目したらいいのかな？ 

C:一つだけの代表値では判断しにくいから，いろ

いろな代表値から判断したらいいと思います。 

め：データのどこに着目して，どんな風に考えた

らいいのかな？ 

【データや傾向に着目して分析を行い，

自分なりの結論をまとめる】 

T:それぞれのデータから，クリア得点を

考えましょう。根拠を明確に自分の考

えを書きましょう。 

 

【予想される児童の思考】 

〇ドットプロットを活用し，代表値がそ

れぞれちらばりのどこにあたるのか確

かめる。 

〇度数分布表や柱状グラフを活用し，代

表値がそれぞれちらばりのどこにあた

るのか確かめる。 

〇代表値どうしを比較する。 

〇他の学年どうしのデータを比較し，バ

ランスを考えて調整する。 

〇累積相対度数の考えを使い，クリア得

点の範囲を絞る。 

 

【表やグラフを活用し，結論を伝え合う】 

T：出した考えをペアで共有しましょう。 

T：全体で共有しましょう。 

ex：低学年は６点にすればいいと思います。

低学年では最頻値が６点と７点で二つあ

るけど，低学年にはなるべくクリアして

もらいたいので６点にしました。 

ex：中学年は１３点にすればいいと思いま

す。理由は，平均値と中央値がほとんど

同じだし，１３は一番高い度数の階級に

入っているからです。 

 

指導上の意図 

〇今までに学習してきたデータの見方を振り返

ることで，既習を活用して学習を進められる

ようにする。 

指導上の意図 
〇自分の結論を理由をつけて書けるようなひな形

を配布し，全員が自分の結論を書けるようにす

る。 

評目的に応じて表やグラフに表し，代表値や全体

の分布の様子から，問題に対する結論を判断し

ている。【思２】 

指導上の意図 

〇児童が発表した結論について，どこに着目

しているのかなどの根拠を全体で共有し，

板書に残すことで，本時で働かせた見方・

考え方を価値付け，授業の後半で解決の過

程に目が向けられるようにする。 

指導上の意図 

〇板書に残された見方・考え方に着目し，児童の言葉 

で学習をまとめられるようにする。 

〇結論が明確にならない場合もあるが，データを様々 

な見方で捉えることの面白さや，日常の事象をもっ 

と考えてみたいという算数のよさに気付いている 

児童を取り上げたい。 

D:まとめ・振り返り 

指導上の意図 

〇全体での共有が終わった後に振り返りを行

い，別の観点や立場から批判的に考察できる

ようにする。クリア得点を決める場合，それ

以上とそれ未満がどれくらいいるのかという

ことにも目を向けさせたい。 

 本時で働かせたい数学的な見方・考え方は，

データの特徴や傾向に着目し，代表値や図，表，

グラフ等を用いて根拠を基に筋道立てて考え

説明することである。問題解決の結論を伝える

場面では，データから読み取った特徴や傾向

（代表値や分布）などを根拠に説明していく。

データのどういう特徴や傾向に着目したのか

を明示的に指導していきたい。 

 本時では数学的活動ウを主に意識していく。

「低・中学年のクリア得点は何点にすればよい

のか」についてそれぞれのデータを整理したこ

とを基に自分なりの結論を伝え合う。その際，

図，表，グラフ，代表値等を用いながら説明で

きるようにしたい。 

 クリア得点がある程度定まった場合，基準と

なるクリア得点以上は何人いるか，それ未満は

何人いるか、他の学年とのバランスはどうかな

ど、児童の思考を深める発問を投げかける。度

数分布表を中学校につながる見方で見ること

で，累積度数や累積相対度数でのデータの見方

の素地を養いたい。 

  
  A➡B:問いの共有 

 

 

C:見通し・自力解決 D:振り返り 

 【本時の目標】データの特徴や傾向に着目し，問題に対する結論を考え，代表値などを用いて判断することができる。 

 

C:学び合い 

【解決の過程を振り返り，本時で働かせた見方・考

え方を共有しまとめる】 

T:今日はどこに着目し，どんな考え方をすると学習

が深まったのか確認しましょう。 

C:今まで学習してきた代表値や度数分布表，柱状グ

ラフを使うとデータを多面的に見ることができ

ました。 

C：結論が出てから，もう一度振り返って考えること

で新たな発見がありました。 

C:一人一人が何点だったかを見るためには，ドット

プロットが活用しやすかったです。 

C:もう一度，結論について話し合いたいです。 


